
 

「平成 27 年度バイコロジー地域リーダー養成セミナー」実施報告 

 

全国のバイコロジー地方組織や一般の方々を対象として、「タンデム自転車でまちづくり－解

禁とその後－」と題して平成 26年 4月により、新潟県ではタンデム自転車の一般公道走行が全

国で 8番目に実現しました。新潟市内で熱心に自転車の活用に取り組んでこられた市民の方々が

どのように行政関係者に働きかけ、可能となったのか? 新潟市自転車利用環境計画委員会の委

員や、新潟県上古町商店街振興組合の自転車店「カミフルサイクルステーション」の店長を務め、

タンデム自転車の解禁のための中心的な活動をされた高橋正良氏を招き、解禁前から解禁後のお

話しを、資料や映像で説明していただいた。 

このように、地方におけるバイコロジー組織員や一般の方が自転車に関するさまざまな知識を

得ることにより、バイコロジー運動のリーダーを育成し、各地域において習得した知識を全国的

に広めていくこを目的として、本セミナーを開催し、組織の活性化や今後の事業活動へと繋がる

一助となった。 

▼講 師：カミフル・サイクルステーション 店長 高橋 正良 氏 

▼テーマ：『タンデム自転車でまちづくり－解禁とその後－』について 

   

11 月 10日（火）東日本地区(東京) 

[13 組織 15名、一般 35 名、他関係団体 参加合計 50名] 

 

   

11 月 20日（金）西日本地区(福岡) 

[5 組織 6名、一般 11 名、参加合計 17 名] 


